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技
術
発
展
と
人
間
倫
理

　
　
　
二
十
一
世
紀
の
科
学
と
し
て
生
物
学

　
　
分
野
が
近
年
重
視
さ
れ
て
い
る
。
人
間

　
　
は
、
か
つ
て
植
物
や
動
物
を
優
生
学
的

　
　
方
法
で
品
．
種
改
良
を
行
っ
だ
が
、
今
や

　
　
生
物
細
胞
内
遺
伝
子
D
N
A
の
発
見
に

　
　
よ
っ
て
遺
伝
子
工
学
が
驚
異
的
に
発
展

　
　
し
た
。
遺
伝
子
の
組
み
換
え
に
よ
っ
て

　
「
生
物
体
を
変
え
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

　
　
に
な
り
、
広
範
囲
の
分
野
に
そ
の
応
用

　
　
技
術
の
開
発
が
研
究
さ
れ
て
い
る
。
ま

　
　
だ
試
験
的
段
階
の
も
の
か
ら
、
す
で
に

　
　
化
学
、
食
品
、
医
薬
、
繊
維
の
各
産
業

　
　
部
門
で
は
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
こ
う
し
た
技
術
の
発
展
に
よ
っ
て
生

　
　
物
の
生
態
系
、
生
物
圏
の
全
体
を
乱
す

　
　
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
こ
の
技
術
が
社

　
　
会
に
も
た
ら
す
倫
理
的
問
題
を
早
急
に

　
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
来
る
第
二
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

　
代
表
者
集
会
の
分
科
会
で
も
こ
の
問
思

　
　
は
討
議
さ
れ
る
。

お
会
式
　
　
…

　　

i
池
上
・
本
門
寺
）
…

　
　
　
1
1
解
説
・
8
面
に
あ
り
ま
す
一
…
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第
二
十
八
回
全
日

本
仏
教
徒
会
議
は
、

．
十
月
二
十
七
日
（
火
）

午
前
九
時
半
か
ら
、

神
奈
川
県
川
崎
市
の

大
本
山
・
川
崎
大
師

平
間
寺
で
開
催
さ
れ

る
。
　
今
大
会
は
“
加
盟

団
体
代
表
者
集
会
”

と
し
て
、
各
部
会
ご

と
に
具
体
的
な
討
議

が
期
待
さ
れ
る
が
、

主
催
す
る
全
品
事
務

総
局
で
は
、
組
織
部

を
中
心
に
鋭
意
努
力

中
で
、
大
会
の
成
功

．
を
目
指
し
て
準
備
虚

貝
会
、
平
間
寺
な
ど

と
連
絡
を
密
に
し
な

が
ら
準
備
を
す
す
め
，

「
て
い
る
。

　
　
第
二
十
八
回
大

会
開
催
要
項

　
〈
大
会
趣
旨
〉
全

日
本
仏
教
徒
会
議
は

今
年
度
を
も
っ
て
第
二

十
八
回
を
重
ね
る
に
至

っ
た
が
、
こ
の
間
も
っ

と
も
時
宜
に
適
し
た
大

会
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
仏

教
精
神
の
昂
揚
に
努
め

と
く
に
全
一
．
仏
教
運
動

の
展
開
に
遙
進
し
て
来

た
。　
最
近
の
世
相
を
み
て
い
る
と
仏
教
徒
と
し
て

こ
の
ま
ま
で
は
じ
っ
と
し
て
お
れ
ぬ
、
と
い
う

気
持
を
い
だ
か
せ
る
よ
う
な
出
来
事
が
相
次
で

起
っ
て
い
る
。
全
く
関
係
の
な
い
人
々
の
命
を

奪
っ
て
し
ま
う
通
り
魔
殺
人
事
件
か
ら
、
中
学

生
や
高
校
生
の
暴
力
ど
こ
ろ
か
殺
人
な
ど
の
頻

発
な
ど
驚
く
こ
と
が
次
々
と
起
っ
て
．
い
る
。
こ

れ
は
日
本
国
内
の
こ
と
だ
け
で
な
く
世
界
的
に

広
ま
り
つ
つ
あ
り
、
各
国
の
首
脳
や
要
人
が
暗

殺
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
は
毎

日
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
有
様
で
あ
る
。

　
今
回
の
仏
教
徒
会
議
は
、
こ
の
事
実
を
み
つ

め
て
仏
教
の
原
点
で
あ
る
、
“
い
の
ち
を
大
切

に
”
に
立
ち
か
え
っ
て
、
「
生
命
の
尊
厳
と
仏

教
」
を
大
会
テ
ー
マ
と
し
、
あ
る
い
は
全
体
会

議
で
、
さ
ら
に
は
三
つ
の
部
会
に
わ
か
れ
て
討

議
を
行
な
っ
て
所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
い
と

念
願
し
て
い
る
。

　
生
命
の
尊
厳
と
い
っ
て
も
、
な
に
も
殺
人
や

「
暴
力
の
み
を
取
上
げ
る
の
で
な
く
、
そ
の
背
後

に
あ
る
も
の
、
す
な
わ
ち
お
互
の
生
命
の
尊
重

相
手
の
人
格
の
尊
重
、
人
間
と
し
て
の
連
帯
意

識
な
ど
の
仏
教
の
基
本
と
な
る
も
の
を
取
出
し

世
界
の
人
々
に
再
認
識
し
再
評
価
さ
せ
る
よ
う

に
訴
え
る
べ
き
で
あ
る
。
私
達
に
は
そ
の
責
任

が
あ
る
と
信
ず
る
。

日テ曜日
　：
程マ場時

　
〈
大
会
役
員
V
総
裁
・
泰
慧
玉
、

山
田
恵
諦
、

会
長
・
高
橋
隆
天
、

事
長
・
神
野
真
一

柳
了
堅
、

宣
言
決
議
文
起
草
委
員
長
・
塩
入
亮
達
、

運
営
委
員
長
・
畑
直
孝
、

清
之
、
第
二
部
会
長
・
河
野
亮
永
、

長
・
柳
田
堅
。 昭

和
五
十
六
年
十
月
二
十
七
日

大
本
山
川
崎
大
師
平
間
寺

「
生
命
の
尊
厳
と
仏
教
」

9
時
3
0
分
開
会
式
▽
1
0
時
2
0
分
基
調

講
演
（
磯
村
英
一
東
洋
大
学
長
）
▽

11

桙
Q
0
分
総
会
▽
1
2
時
0
0
分
昼
食
▽

1
時
0
0
分
部
会
▽
3
時
0
0
分
総
会
▽

4
時
0
0
分
閉
会
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
副
総
裁
・

　
上
野
頼
栄
、
藤
井
実
応
、
名
誉
大

　
　
　
　
大
会
長
・
鱒
渕
正
浩
、
幹

　
　
　
、
副
幹
事
長
・
真
渓
義
貫
、

意
見
発
題
審
査
委
員
長
・
花
木
義
光
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
議
事

　
　
　
　
　
　
第
一
部
会
長
・
摩
尼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
三
部
会

県
仏
代
表
者
会
議
悔
桑
内

　
都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議
は
、
第
二
十

八
回
全
仏
大
会
の
前
日
、
川
崎
市
で
開
催
さ
れ
、

ま
す
。

　
日
時
　
1
0
月
2
6
日
（
月
）
午
後
四
時

間
場
所
　
川
崎
市
　
日
航
ホ
テ
ル

　
出
席
　
各
都
道
府
県
仏
代
表
二
名

全
仏
の
常
務
理
事
会

　
　
　
　
　
　
　
　
来
月
京
都
知
恩
院
で

　
全
日
本
仏
教
会
の
常
務
理
事
会
が
、
左
記
の

通
り
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
日
時
　
十
一
月
四
日
（
水
）
午
後
一
時

　
場
所
　
京
都
・
総
本
山
知
恩
院
内
和
順
会
館

一2一
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関
東
甲

信
越
静

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
開
く

　
去
る
九
月
三
日
（
木
）
午
後
三
時
か
ら
、
群

馬
県
水
上
・
松
ノ
井
ホ
テ
ル
を
会
場
に
、
関
東

甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
が
開
催
さ
れ
た
。

　
今
回
の
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
は
、
群
馬
県
仏
教
会

の
担
当
で
開
か
れ
た
も
の
で
、
ま
ず
群
馬
県
仏

の
竹
市
会
長
が
挨
拶
、
つ
づ
い
て
貝
山
神
奈
州

県
仏
会
長
を
議
長
に
選
ん
で
討
議
に
移
っ
た
。

①
第
二
＋
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議
に
つ
い

て
、
②
同
和
問
題
に
つ
い
て
、
③
各
県
仏
年
次

計
画
の
報
告
に
つ
い
て
、
④
都
道
府
県
仏
負
担

金
の
新
算
定
方
式
導
入
に
つ
い
て
、
⑤
ル
ン
ビ

ニ
ー
園
復
興
推
進
に
つ
い
て
。

　
出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
東
京
・
畑
直
孝
、
神
野
真
一
、
神
奈
川
・
貝

山
宣
泰
、
埼
玉
・
江
連
俊
則
、
河
野
亮
永
、
千

葉
・
土
持
良
栄
、
能
仁
皇
典
、
群
馬
・
竹
市
文

成
、
過
外
一
雄
、
栃
木
・
高
木
歓
了
、
加
藤
康

照
、
静
岡
・
原
田
良
道
、
長
野
・
山
口
祐
哉
。

ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

二
項
目
に
つ
き
決
議

　
第
二
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員

会
は
、
九
月
二
日
午
後
二
時
か
ら
、
増
上
寺
内

明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
ず
小
野
島
事
務
次
長
が
仮
座
長
に
な
り
、

前
回
の
委
員
会
で
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
、
加

藤
海
魚
師
、
副
委
員
長
に
選
出
さ
れ
た
三
宅
心

戒
師
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
就
任
了
解
の
御
返
答
を
い

た
だ
き
、
加
藤
委
員
長
、
三
宅
副
委
士
長
の
も

，

と
で
議
事
を
開
始
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
多
く
の
議
題
を
予
定
し
て
い
た

が
、
時
間
の
関
係
上
「
復
興
す
べ
き
具
体
的
地

域
の
検
討
」
に
つ
い
て
だ
け
討
議
さ
れ
た
。
そ

し
て
次
の
よ
う
な
決
議
を
み
た
。

①
当
会
に
お
い
て
は
、
ネ
パ
ガ
ル
国
の
総
合

開
発
の
一
環
で
あ
る
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
援
助
で

な
く
、
釈
尊
生
誕
地
の
一
部
復
興
と
い
う
方
向

で
協
力
す
る
。

②
聖
な
る
園
の
発
掘
調
査
と
、
工
事
進
行
の

具
体
的
な
予
定
及
び
見
通
し
に
つ
き
、
問
題
点

を
整
理
し
各
界
関
係
者
の
意
見
を
ま
と
め
て
、

当
委
貝
会
へ
提
出
す
る
。

　
出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
三
宅
心
戒
、
稲
田
上
界
、
塩
入
亮
達
、
山
田

一
真
、
江
連
俊
則
、
田
中
光
成
、
小
峰
一
旬
、

加
藤
海
事
、
中
島
義
観
、
中
山
富
士
、
鈴
木
道

雄
、
面
谷
毒
血
。

機
構
改
革
特
別
委
員
会

　
第
二
回
機
構
改
革
特
別
委
員
会
は
、
九
月
七

日
午
後
一
時
よ
り
、
京
都
・
大
谷
派
宗
務
所
会

議
室
で
開
催
さ
れ
、
日
野
事
務
総
長
挨
拶
の
あ

と
、
豊
田
局
長
を
座
長
に
選
出
し
て
議
事
に
入

っ
た
。

　
一
、
委
員
長
の
選
出
に
つ
い
て
は
、
人
選
の

決
定
を
み
ず
、
そ
の
た
め
理
事
会
で
の
報
告
方

法
と
し
て
、
報
告
委
員
を
選
出
し
た
。

　
哨
．
、
会
長
推
戴
の
規
定
案
に
つ
い
て
は
、
事

務
局
案
を
一
部
変
更
し
細
則
案
と
し
て
了
承
さ

れ
た
。

　
一
、
会
長
推
戴
案
に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体

的
方
法
は
推
戴
委
員
会
で
決
あ
る
の
が
良
い
と

の
意
見
で
了
承
。

　
一
、
理
事
長
の
選
出
に
つ
い
て
は
「
現
行
通

り
が
よ
い
」
と
の
意
見
決
定
と
な
っ
た
。

　
（
出
席
者
）
堀
井
隆
俊
、
持
田
貫
宣
、
小
林
隆

彰
、
高
山
宥
進
、
出
雲
路
善
嗣
、
伊
藤
康
雄
、

盛
川
光
範
、
小
泉
宗
和
、
橋
本
玄
進
、
三
宅
心

良
（
代
）
第
三
回
同
和
委
員
会

　
　
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
審
議

　
第
三
回
同
和
委
員
会
は
、
九
月
九
日
午
後
一

時
か
ら
全
仏
会
議
室
で
開
か
れ
∩
①
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
つ
い
て
、
②
皇
宗
調
査
報
告
に
つ
い

て
、
の
二
議
案
を
中
心
に
審
議
し
た
。

　
ま
ず
ア
ン
ケ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
第
二
回
委

員
会
に
お
い
て
、
全
仏
で
小
冊
子
を
作
成
す
る

た
め
に
、
未
回
答
、
調
査
中
の
宗
派
か
ら
も
提

出
い
た
だ
く
こ
と
を
決
議
し
た
が
、
各
宗
派
と

も
ま
だ
調
査
中
で
、
回
答
で
き
な
い
と
の
こ
と

だ
っ
た
。
そ
こ
で
生
貝
会
で
は
、
期
限
を
き
っ

て
途
中
で
も
そ
の
報
告
を
い
た
だ
き
、
今
年
中

に
冊
子
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
②
に
つ

い
て
は
各
宗
派
か
ら
調
査
の
結
果
と
、
そ
の
後

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
な
さ
れ
た
。

　
出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

　
藤
田
慈
善
、
橘
了
法
、
朽
木
明
暁
、
三
宮
義

信
、
吉
田
俊
誉
、
鈴
木
道
雄
、
久
保
井
恭
彦
、

北
小
路
瑞
浩
、
近
藤
玄
鶴
、
北
川
智
城
、
高
橋

誠
実
（
代
）
、
大
塚
峯
雄
（
代
）
、
茂
木
隆
秀

（
代
）
、
旭
照
門
（
代
）

…
「
宗
教
法
人
読
本
」
発
刊
…

浬
…
…
…
…
…
…
・
…
お
早
目
に
ど
う
ぞ
…
㌔

　
前
号
で
ご
案
内
し
た
、
日
本
宗
教
連
盟
編
纂

に
よ
る
「
宗
教
法
人
読
本
」
が
い
よ
い
よ
発
刊

に
な
り
ま
し
た
。
心
仏
庶
務
部
で
受
付
け
て
お

り
ま
す
。
お
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
な
お
、
当
初
の
定
価
予
定
は
二
千
円
で
し
た

が
、
内
容
充
実
の
た
め
大
幅
な
増
頁
と
な
り
、

最
終
価
格
二
千
五
百
円
で
発
売
さ
れ
ま
し
た
。

た
だ
し
、
十
月
末
日
ま
で
に
全
仏
庶
務
部
ま
で

お
申
込
み
の
方
は
、
二
千
円
の
一
割
引
で
ご
紹

介
い
た
し
ま
す
。
十
一
月
一
日
以
後
の
申
込
み

は
、
二
千
五
百
円
の
一
割
引
き
と
な
り
ま
す
。

　
ご
不
明
な
点
は
、
庶
務
部
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

　
　
　
「
外
国
人
の
た
め
の

　
　
　
鎌
倉
一
日
ツ
ア
ー
」

　
仏
教
英
語
研
究
会
で
は
、
「
外
国
人
の
た
め
の

鎌
倉
一
日
ツ
ァ
ー
」
を
企
画
し
参
加
者
を
募
集

し
て
い
る
。

　
日
時
　
十
月
二
十
四
日
（
土
）
九
時

　
集
合
　
東
京
駅
八
重
州
口
　
銀
の
鈴

　
費
用
．
九
五
〇
〇
円

　
〆
切
　
十
月
十
九
日
（
先
着
二
十
五
人
）

　
光
明
寺
に
て
精
進
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
、

鎌
倉
大
仏
、
長
谷
観
音
を
散
策
す
る
親
睦
ツ
ア

ー
で
、
説
明
は
す
べ
て
英
語
で
行
わ
れ
る
。

　
問
い
合
わ
せ
ば
、
仏
教
英
語
研
究
会
（
〇
三

⊥
二
四
二
一
六
六
〇
五
）
ま
で
。
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懸
　
傘

　
　
　
　
　
筋

　
　
　
■

巨

額

赫

譜竪

▼

埴．

黶
C
凹 ．

野田、泰本両教授が基調講演

上
磯
≧
鰍
二
等
搬

静
岡
・
函
南
で
開
か
れ
た
仏
教
文
化
会
議

　
第
十
四
回
を
む
か
え
た
「
日
本
仏
教
文
化
会

議
」
は
、
全
日
本
仏
教
会
と
国
際
仏
教
交
流
セ

ン
タ
ー
（
I
B
E
C
）
共
催
、
読
売
新
聞
社
後

援
で
、
去
る
八
月
二
十
八
・
九
の
両
日
、
静
岡

県
函
南
町
・
生
産
性
研
修
会
館
を
会
場
に
開
催

さ
れ
た
。
今
年
度
は
「
仏
教
と
科
学
一
心
と
は

何
か
一
」
を
テ
ー
マ
に
、
仏
教
学
者
・
科
学
者

な
ど
二
十
五
人
、
宗
派
研
究
所
・
報
道
関
係
十

一
人
、
綴
織
・
I
B
E
C
か
ら
十
七
人
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
四
人
が
参
加
、
野
田
春
彦
東
大
教
授

と
泰
本
融
法
政
大
教
授
の
基
調
講
演
の
後
、
二

日
間
に
わ
た
る
熱
心
な
討
議
を
行
っ
た
。

　
　
　
※
　
　
　
　
※
　
　
　
　
巌

　
日
本
仏
教
文
化
会
議
は
、
こ
れ
ま
で
「
ア
ジ

ア
開
発
と
仏
教
」
、
「
生
命
科
学
と
仏
教
」
、
「
人

類
の
未
来
と
仏
教
」
等
を
テ
ー
マ
に
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
い
て
き
た
が
、
今
年
度
は
、
特
に
分

子
生
物
学
、
遺
伝
子
工
学
な
ど
が
社
会
的
関
心

を
集
め
て
い
る
中
で
、
「
心
」
の
問
題
を
自
然
科

学
者
と
仏
教
学
者
が
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
、

そ
の
接
点
を
さ
ぐ
る
討
議
が
進
め
ら
れ
た
。

　
二
十
八
日
午
後
一
時
か
ら
全
仏
・
山
田
文
化

部
長
の
司
会
で
開
会
式
が
行
わ
れ
、
全
仏
・
安

本
国
際
文
化
局
長
の
開
会
の
辞
に
つ
づ
い
て
、

全
仏
・
日
野
照
護
事
務
総
長
、
I
B
E
C
・
四

宮
正
音
理
事
、
西
義
雄
文
化
会
議
副
議
長
が
挨

拶
、
そ
の
後
司
会
を
真
舳
義
貫
運
営
委
員
長
に

う
つ
し
て
会
議
に
入
っ
た
。

　
基
調
講
演
は
、
ま
ず
野
田
春
彦
東
大
教
授
が

「
精
神
活
動
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
」
と
い
う
題
で
、

「
地
球
上
で
物
質
の
も
つ
能
力
の
ご
く
一
部
を

使
っ
て
活
動
し
て
い
る
の
が
生
物
で
、
ヒ
ト
は

他
の
生
物
よ
り
多
く
の
資
料
を
集
め
て
、
物
質

を
活
用
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
今
日
の
分
子

生
物
学
の
発
展
に
よ
っ
て
、
核
酸
と
タ
ン
パ
ク

質
の
行
動
の
解
明
が
な
さ
れ
た
結
果
、
生
物
学

の
世
界
の
現
象
は
、
物
質
の
連
続
と
し
て
考
え

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
つ
ま
り
、
ヒ
ト
も
ふ
く
め
て
生
物
は
機
械
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
機
械
と
い
う
も
の
は
物
質
で

で
き
て
い
て
、
す
べ
て
の
動
き
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

さ
れ
て
い
る
。
機
械
で
あ
る
か
ら
に
は
心
が
あ

る
と
考
え
な
い
で
も
説
明
が
つ
く
。
今
後
、
人

間
と
同
様
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
製
作
も
十
分

考
え
ら
れ
る
し
、
人
間
の
持
っ
て
い
る
創
造
性

も
生
物
が
永
年
積
み
重
ね
て
き
た
こ
と
を
や
っ

て
、
そ
れ
を
創
造
的
だ
と
言
っ
て
い
る
に
す
ぎ

な
い
。

　
仏
教
学
者
の
方
か
ら
よ
く
、
仏
典
の
中
に
は

今
の
科
学
に
通
ず
る
含
蓄
深
い
考
え
方
が
示
さ

れ
て
い
て
、
自
然
科
学
と
仏
教
は
同
じ
こ
と
を

言
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
話
を
聞

く
が
、
そ
れ
は
お
か
し
い
と
思
う
。
似
て
い
て

も
や
は
り
違
っ
て
い
る
部
分
も
あ
る
わ
け
で
、

違
っ
て
い
る
こ
と
を
は
っ
き
り
、
違
っ
て
い
る

と
認
め
る
こ
と
が
大
切
だ
」
と
自
然
科
学
か
ら

み
た
“
ヒ
ト
は
機
械
”
と
い
う
考
え
方
を
明
ら

か
に
し
た
。

　
次
に
、
泰
本
融
法
政
大
教
授
が
演
台
に
立
ち

「
仏
教
に
お
け
る
物
心
一
如
観
」
と
題
し
て
、

「
仏
教
で
は
、
科
学
的
な
知
的
分
析
を
否
定
し

な
い
が
、
仏
教
的
分
析
の
立
場
は
そ
れ
を
含
ん

だ
、
宗
教
的
実
践
論
の
枠
内
で
と
ら
え
る
。
ま
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た
仏
教
は
三
界
（
欲
界
、
色
界
、
無
色
界
）
を

説
き
、
一
番
下
に
欲
望
の
世
界
を
お
き
、
物
質

世
界
で
あ
る
色
界
は
そ
の
上
に
も
っ
て
く
る
。

　
唯
物
論
は
、
物
質
に
主
体
性
を
持
た
せ
る
存

在
論
と
考
え
ら
れ
る
が
、
仏
教
の
い
う
唯
識
は

単
に
心
に
主
体
を
置
い
た
唯
心
論
に
と
ど
ま
ら

な
い
。

　
原
始
経
典
で
は
、
心
を
自
性
清
浄
心
と
い
い

心
は
本
来
清
浄
で
、
煩
悩
と
い
っ
た
心
の
悩
み

は
外
的
な
も
の
と
み
る
。
部
派
仏
教
で
“
自
性

清
浄
心
”
に
異
論
が
起
こ
り
、
心
・
意
・
識
の

解
明
が
思
想
的
に
深
め
ら
れ
、
そ
れ
が
大
乗
に

な
る
と
般
若
、
唯
識
と
い
う
観
念
論
に
体
系
化

さ
れ
て
い
っ
た
。

　
唯
識
思
想
の
基
と
な
っ
た
華
厳
経
、
維
摩
経

や
法
華
経
な
ど
は
菩
薩
の
行
を
中
心
に
説
き
、

心
の
方
向
も
私
個
人
が
悟
る
の
で
は
な
く
、
世

間
の
人
々
と
と
も
に
悟
り
を
得
て
い
く
、
大
乗

　
講
演
さ
れ
る
野
田
教
授
㊤
と
泰
本
教
授

菩
薩
の
実
践
枠
内
で
心
を
い
か
に
捉
え
、
深
め

展
開
し
て
い
く
か
が
目
的
と
な
っ
た
。

　
大
乗
菩
薩
の
学
と
し
て
の
物
心
一
如
観
は
、

学
で
あ
る
理
論
と
実
践
と
が
常
に
相
関
し
て
お

り
、
二
元
的
一
元
論
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
相

関
的
な
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

　
こ
の
両
氏
の
基
調
講
演
を
も
と
に
討
議
に
入

り
、
「
生
物
が
機
械
で
あ
る
と
す
る
と
、
そ
れ

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
入
れ
る

存
在
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
　
（
平
川
教
授
）

「
科
学
は
ど
こ
ま
で
も
対
象
的
世
界
の
も
の
。

科
学
が
人
間
を
研
究
す
る
と
い
っ
て
も
、
そ
れ

は
対
象
化
さ
れ
た
人
間
で
あ
る
。
見
ら
れ
る
自

己
で
は
な
く
、
見
る
自
己
そ
の
も
の
が
問
題
に

さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
　
（
海
辺
教
授
）
、

「
現
在
の
心
は
、
現
在
だ
け
で
な
く
、
遺
伝
子

の
過
去
か
ら
の
働
き
が
束
に
な
っ
て
出
て
き
た

も
の
。
仏
教
で
い
う
業
の
働
き
が
そ
れ
に
対
応

す
る
と
思
う
」
　
（
玉
城
教
授
）
な
ど
の
意
見
が

次
々
に
出
さ
れ
た
。
こ
の
他
、
科
学
的
好
奇
心

と
公
害
、
ロ
ボ
ッ
ト
と
死
の
恐
怖
、
脳
死
と
心

臓
死
な
ど
、
多
方
面
に
わ
た
る
討
議
が
展
開
さ

れ
た
が
、
自
然
科
学
と
仏
教
に
お
け
る
心
の
捉

え
方
の
違
い
が
、
非
常
に
大
き
い
こ
と
を
感
じ

さ
せ
る
内
容
だ
っ
た
。

　
最
後
に
真
心
運
営
委
員
長
が
、
「
精
神
は
側

頭
葉
に
あ
る
と
い
う
意
見
や
、
心
の
み
す
か
は

R
N
A
（
リ
ボ
核
酸
）
の
中
に
あ
る
と
い
う
意

見
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
説
が
あ
る
が
、
物
心
一

如
と
は
、
生
命
の
二
重
構
造
の
一
面
が
心
で
あ

り
、
一
面
が
体
で
あ
る
と
考
え
た
い
」
と
締
め

く
く
っ
た
。

　
閉
会
式
で
は
小
野
島
元
雄
全
仏
事
務
次
長
な

ど
の
挨
拶
が
あ
っ
て
、
全
日
程
を
終
了
し
た
。

　
　
出
席
者
（
順
不
敬
略
）

　
東
大
教
授
・
野
田
春
彦
、
法
政
大
教
授
・
泰

本
融
、
東
大
名
誉
教
授
・
若
林
勲
、
立
正
大
教

授
・
沼
義
昭
、
竜
谷
大
教
授
・
遊
亀
教
授
、
武

内
紹
晃
、
前
竜
谷
大
教
授
・
山
崎
阿
見
、
日
大

教
授
・
玉
城
康
四
郎
、
山
岡
淳
、
沼
田
滋
夫
、

早
大
教
授
・
平
川
彰
、
峰
島
旭
雄
、
愛
知
学
院

大
教
授
・
前
田
恵
学
、
相
模
工
大
教
授
・
佐
伯

真
光
、
東
洋
大
教
授
・
恩
田
彰
、
駒
沢
大
教
授

・
脇
本
平
也
、
鶴
見
大
教
授
・
中
田
直
道
、
相

愛
女
子
大
学
教
授
・
海
辺
忠
治
、
大
正
大
教
授

・
塩
入
亮
達
、
大
正
大
名
誉
教
授
・
勝
又
俊
教
、

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所
・
中
野
文
海
、
望
月

省
一
、
智
山
教
化
研
究
所
・
小
宮
一
雄
、
遠
藤

祐
純
、
浄
土
宗
教
学
局
・
宮
川
義
孝
、
文
化
会

議
副
議
長
・
西
義
雄
、
運
営
懸
盤
長
・
羅
漢
義

貫
、
運
営
委
員
・
藤
吉
慈
海
、
雲
井
昭
善
、
摩

尼
清
之
、
中
根
専
正
、
四
宮
正
音
、
安
本
利
正
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第
二
十
四
回
W
F
B
執
行
委
員
会
は
、
八
月
二
十
二
日
、
二
十
三
日
の
両
日
、
第
十
四
回
W

F
B
大
会
の
会
場
国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ジ
ャ
カ
ル
タ
、
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
両
市
の

ホ
テ
ル
を
会
場
に
し
て
開
催
さ
れ
た
。
日
本
か
ら
は
執
行
委
員
の
鎌
田
良
昭
国
際
部
長
の
代
理

で
、
磯
山
福
正
庶
務
部
長
が
出
席
し
た
。
以
下
は
、
そ
の
報
告
で
あ
る
。

十
三
の
議
題
に
つ
い
て
審
議

開
か
れ
た
W
F
B
執
行
委
員
会

　
委
員
会
は
、
サ
ン
や
会
長
代
行
議
長
の
も
と
、

ク
ー
レ
オ
ン
・
フ
ン
（
副
会
長
）
、
ア
ル
バ
ー
ト
．

エ
デ
ィ
リ
・
シ
ン
グ
（
副
会
長
）
、
プ
ラ
サ
ー
ト

事
務
総
長
、
プ
ラ
ソ
ン
財
政
主
任
、
．
執
行
委
員

ミ
ヤ
バ
ラ
・
ス
ナ
オ
（
米
）
、
テ
ー
テ
ン
ケ
ユ
ー
一

（
マ
レ
ー
シ
ア
）
、
マ
タ
ン
リ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム

（
ス
リ
ラ
ン
カ
）
、
磯
山
福
正
（
日
本
）
、
マ
リ
カ

・
チ
ャ
ラ
ラ
ク
事
務
次
長
、
小
谷
亀
太
郎
事
務

次
長
出
席
の
も
と
開
会
さ
れ
た
。

　
議
題
に
先
立
っ
て
、
サ
ン
や
議
長
よ
り
、
執

行
委
員
会
の
会
場
の
引
受
国
の
ア
ギ
氏
に
対
し

て
感
謝
の
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。
次
い
で
、
事
務

報
告
が
な
さ
れ
、
日
本
に
関
し
て
は
、
全
日
本

仏
教
会
を
は
じ
め
、
各
宗
関
係
者
よ
り
寄
せ
ら

れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
救
援
資
金
に
対
し
て
、

感
謝
の
言
葉
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
故
中
山
理
々

師
の
逝
去
を
い
た
み
、
参
加
者
全
員
で
黙
と
う

を
さ
さ
げ
た
。

　
　
議
題

一、

O
回
．
執
行
委
員
会
の
議
事
録
承
認
の
件

磯
山
庶
務
部

長
の
報
告

　
　
異
議
な
く
了
承
さ
れ
た
。

二
、
第
十
三
回
タ
イ
大
会
記
念
コ
イ
ン
の
件

　
　
千
枚
を
、
W
F
B
支
部
の
希
望
者
に
有
償

　
　
で
譲
る
こ
と
と
な
っ
た
。
希
望
者
は
W
F

　
　
B
本
部
ま
で
申
し
出
る
こ
と
と
な
っ
た
。

三
、
W
F
B
加
盟
申
請
用
件
に
つ
い
て

　
○
英
国
ー
サ
イ
エ
ン
テ
ィ
フ
ィ
ッ
ク
・
プ
ッ

　
　
デ
ィ
ス
ト
・
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
　
事
務
総
局
で
更
に
実
情
を
調
査
す
る
こ
と

　
　
と
な
っ
た
。

　
○
バ
ン
グ
ラ
デ
イ
シ
ュ
ー
ア
グ
ラ
サ
ー
ラ
・

　
　
メ
モ
リ
ア
ル
・
ソ
サ
ヤ
テ
イ
、

　
　
申
請
を
受
理
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　
○
フ
ラ
ン
ス
ー
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
カ
ル

　
　
チ
ュ
エ
レ
・
ブ
テ
ィ
ク
・
テ
ィ
ン
タ
ム

　
　
申
請
を
受
理
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　
o
ス
リ
ラ
ン
カ
ー
オ
ー
ル
・
セ
イ
ロ
ン
・
ブ

　
　
デ
ィ
ス
ト
・
コ
ン
グ
レ
ス

　
　
申
請
を
受
理
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

　
○
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ー
マ
ジ
ェ
リ
ス
・
ブ
ッ
ダ

　
　
ヤ
ー
ナ
・
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
　
総
長
エ
リ
の
事
情
聴
取
に
対
す
る
応
答
が

　
　
な
い
た
め
保
留
と
な
っ
た
コ

　
○
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
！
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ

　
　
ュ
・
ブ
ッ
デ
ィ
ス
ト
こ
・
・
ッ
シ
ョ
ナ
リ
ー

　
　
・
ソ
サ
ヤ
テ
イ

　
　
申
請
を
受
理
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

四
、
大
会
参
加
代
表
団
の
参
加
費
に
つ
い
て

　
次
回
会
場
国
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
ア
ギ
氏
よ

　
り
意
見
を
聴
し
た
結
果
、
財
政
上
不
安
は
な

　
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
参
加
費
は
取
ら
な

　
い
こ
と
と
な
っ
た
。

五
、
入
会
金
に
つ
い
て

　
既
に
先
き
の
W
F
B
総
会
に
お
い
て
入
会
金

　
は
、
一
〇
〇
米
ド
ル
に
値
上
げ
が
決
め
ら
れ

　
た
が
、
こ
れ
を
、
臨
き
の
大
会
終
了
の
時
点

　
よ
り
適
用
す
る
こ
と
が
決
あ
ら
れ
た
。

六
、
允
可
状
（
加
盟
認
証
書
）
に
つ
い
て

　
加
盟
が
認
め
ら
れ
た
支
部
に
対
し
て
は
、
会

　
長
、
総
長
名
の
允
可
状
が
与
え
ら
れ
る
こ
と

　
に
な
っ
て
い
る
が
、
最
近
そ
の
形
式
の
定
ま

　
つ
た
も
の
が
な
い
た
め
、
執
行
委
員
の
テ
ー

　
・
テ
ン
・
チ
ュ
ー
氏
の
支
部
が
加
盟
し
た
時

　
の
も
の
を
参
考
に
形
式
を
整
え
る
こ
と
と
な

　
つ
た
。

七
、
中
国
本
土
の
仏
教
会
の
加
盟
に
つ
い
て

　
未
だ
正
式
な
加
盟
の
申
請
が
な
い
の
で
、
執

　
行
委
員
．
会
と
し
て
は
、
正
式
な
議
題
と
し
な

　
い
こ
と
と
な
っ
た
が
、
更
に
、
種
々
の
情
報

　
の
収
集
に
つ
と
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

八
、
W
F
B
の
財
政
報
告
に
つ
い
て

　
一
九
八
一
年
六
月
末
日
ま
で
の
W
F
B
の
財

　
務
状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。
特
に
長

　
期
間
に
わ
た
り
、
，
多
く
の
支
部
の
年
会
費
の

　
未
納
が
あ
り
、
そ
の
支
部
も
、
過
去
に
お
い

　
て
、
大
会
に
参
加
し
て
い
る
こ
と
が
問
題
と

　
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
除
名
と
い
う
こ

　
と
は
考
え
ず
、
更
に
、
年
会
費
の
催
促
を
す

　
る
こ
と
と
な
っ
た
。
但
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

　
の
べ
リ
ム
ブ
ナ
ン
・
ブ
ッ
デ
ィ
ス
ト
・
イ
ン

　
ド
ネ
シ
ア
支
部
は
名
簿
よ
り
削
除
す
る
こ
と

　
と
と
な
っ
た
。
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九
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
の
寄
付
金
に
つ
い
て

　
W
F
B
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
計
画
へ
の
協
力

　
は
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
園
の
中
に
橋
を
建
設
す
る

　
こ
と
と
決
定
し
て
い
る
が
、
従
前
、
各
支
部

　
よ
り
の
寄
付
金
は
、
一
括
し
て
W
F
B
の
名

　
儀
で
預
金
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の

　
中
に
は
、
タ
イ
の
国
民
よ
り
の
寄
付
金
も
一

　
緒
に
預
金
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
本
来
タ

　
イ
国
民
の
寄
付
金
は
、
ル
ン
ビ
ニ
ー
開
発
タ

　
イ
国
君
例
会
に
所
属
す
る
性
質
の
寄
付
金
で

　
あ
る
の
で
、
こ
の
た
び
、
こ
れ
を
W
F
B
の

　
預
金
の
中
か
ら
外
す
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九

　
八
一
年
六
月
末
日
現
在
、
W
F
B
の
橋
の
建

　
設
の
た
め
に
寄
付
さ
れ
た
寄
付
金
は
、
約
二

圓

’≡

一
＝

6

φサ

　
発
言
事
件
が
契
機
と
な
っ
て
、
内
部
の
差

別
性
が
歴
然
と
し
て
露
呈
さ
れ
て
き
た
差
別

戒
名
の
問
題
。

　
こ
の
惨
胆
た
る
事
実
を
以
っ
て
し
て
な
お

仏
教
た
り
う
る
の
か
。
そ
も
そ
の
歴
史
上
の

事
実
に
お
い
て
仏
教
と
い
っ
て
き
た
こ
と
の

非
仏
教
性
、
非
道
義
性
、
非
人
間
性
。
仏
教

の
社
会
的
現
実
は
正
に
地
獄
相
で
は
な
い
か
。

　
宗
教
教
団
は
連
帯
に
お
い
て
同
和
問
題
に

取
組
む
こ
と
を
宣
言
し
、
盟
約
し
た
。
　
一
宗

派
の
非
逐
行
為
の
是
正
は
連
帯
の
名
で
補
完

せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

　
自
他
共
に
連
帯
の
あ
か
し
に
お
い
て
、
自

他
の
生
き
る
み
ち
を
ひ
ら
く
以
外
に
は
な
い
。

　
○
○
万
バ
：
ツ
（
約
二
千
万
円
）
に
の
ぼ
る
。

十
、
ユ
ネ
ス
コ
平
和
教
育
賞
推
薦
に
つ
い
て

　
W
F
B
本
部
で
は
、
出
版
、
広
報
、
教
育
、

　
文
化
、
芸
術
委
員
会
の
委
貝
長
で
あ
る
、
ヘ

　
イ
ワ
ゲ
氏
を
、
上
記
の
賞
の
候
補
者
と
し
て

　
ユ
ネ
ス
コ
に
推
薦
し
た
と
の
報
告
を
う
け
た
。

十
一
、
松
坂
節
三
氏
の
W
F
B
本
部
へ
の
仏
像

　
の
寄
付
に
つ
い
て

　
本
部
の
所
在
地
が
将
来
変
わ
る
可
能
性
も
あ

　
る
が
、
仏
像
の
場
所
も
移
動
可
能
で
あ
れ
ば
、

　
喜
ん
で
寄
付
を
受
け
入
れ
た
い
と
い
う
意
向

　
で
あ
っ
た
。
早
速
、
写
真
と
サ
イ
ズ
を
確
認

　
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
一
九
八
二
年
四

　
月
、
タ
イ
の
二
百
年
祭
に
合
せ
て
、
寄
付
し

⑥

同
和
委
員
会
委
員
長

　
解
放
令
の
出
た
あ
と
、
明
治
十
四
年
、
東

本
願
寺
末
徳
行
寺
は
寺
格
昇
階
願
い
を
出
し
、

四
百
五
十
円
（
う
ち
二
百
円
を
正
金
、
残
金

二
百
五
十
円
を
十
ヶ
年
賦
）
を
納
め
、
本
山

は
こ
れ
を
受
取
り
な
が
ら
、
出
来
た
ば
か
り

の
寺
だ
か
ら
、
初
代
と
二
代
目
住
職
の
う
ち

は
昇
階
を
ゆ
る
さ
な
い
、
ま
た
「
新
平
民
で

あ
る
か
ら
内
陣
心
打
は
認
め
ら
れ
な
い
」
と

い
う
の
に
対
し
、
部
落
で
は
歎
願
書
を
出
し
、

「
新
平
民
の
浄
土
と
本
尊
は
別
格
の
低
い
も

の
な
の
か
」
と
は
げ
し
い
抗
議
を
行
っ
た
。

こ
こ
で
も
ま
た
本
山
は
十
ヶ
年
賦
の
二
百
五

十
円
を
す
ぐ
正
金
で
出
す
な
ら
考
え
て
も
よ

ヘ
　
　
　
　
　
へ
　
　
　
　
む

レ
と
レ
・
つ

　
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
本
部
と
し
て
も
、
一
層

　
意
義
深
い
も
の
に
な
る
と
の
見
解
で
あ
っ
た
。

十
二
、
故
中
山
理
々
師
の
本
葬
に
つ
い
て

　
W
F
B
創
設
当
初
よ
り
貢
献
の
深
い
師
の
本

　
葬
に
際
し
て
、
生
花
一
基
を
供
ず
る
こ
と
と

　
な
っ
た
。

十
三
、
第
十
四
回
世
界
大
会
に
つ
い
て

　
日
時
　
一
九
八
三
年
九
月
下
旬
～
十
月
初
旬

　
　
　
　
の
一
週
間

　
場
所
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
　
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
並

　
　
　
　
び
に
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上

橘

了
法

　
つ
い
に
寺
と
部
落
で
は
、
西
京
裁
判
所
に
、

法
主
を
詐
欺
の
疑
い
で
告
訴
。
こ
の
前
代
未

聞
の
事
態
の
前
に
、
本
山
は
告
訴
の
取
り
下

げ
を
た
の
み
、
寺
格
の
昇
格
が
き
ま
っ
た
と

い
う
。

　
幕
末
か
ら
明
治
二
十
年
ご
ろ
ま
で
の
記
録

（
徳
行
寺
文
書
）
に
は
、
部
落
大
衆
の
本
山

へ
の
懇
志
一
筋
の
経
緯
、
本
山
か
ら
徳
行
寺

へ
二
百
両
の
調
達
依
頼
に
対
し
四
百
五
十
両

の
上
納
等
々
の
記
事
の
あ
る
う
え
に
、
な
お

右
の
一
件
で
あ
る
。

　
仏
教
と
は
、
本
山
と
は
、
そ
も
何
た
る
存

在
な
の
で
あ
ろ
う
。

，
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ゆ
　
亀

一7一

・←vρ　　　r・　r　，　　　一　呪．　へ」　　　．　　‘く　　　L－－

田　■　●、噺～ご■‘与那臥’一禰こ　　　　　　　爬r幽鍾　　　　　，　ヒ　　　♪r－　　　　一　　　－　　滑　　　■　　　r　τ下　一
二　　f、一



　▼■

全　　　　　仏
第3種郵便物認可昭和56年10月1日

1
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日
一

　
こ
の
度
、
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
各
寺
院
が

抱
え
る
法
律
的
諸
問
題
に
つ
い
て
、
気
軽
に
相

談
で
き
る
よ
う
「
全
仏
無
料
法
律
相
談
室
」
を

開
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
法
律
無
料
相
談
室
」
は
来
る
十
一
月
よ
り

月
に
二
回
開
設
し
、
御
相
談
に
は
全
日
本
仏
教

会
顧
問
弁
護
士
の
長
谷
川
正
浩
氏
が
お
答
え
致

し
ま
す
。
相
談
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
秘
密

を
厳
守
致
し
ま
す
の
で
、
御
気
軽
に
御
相
談
下

さ
い
。

　
ま
た
、
御
寺
院
だ
け
で
な
く
、

の
御
相
談
も
お
受
け
致
し
ま
す
。

「
法
律
無
料
相
談
室
」

◎
担
　
　
当

◎
日
　
　
時

◎
場
　
　
所

檀
信
徒
の
方

全
仏
顧
問
弁
護
士

　
長
谷
川
　
正
浩
氏

毎
月
第
二
、
第
四
火
曜
日

　
午
後
一
時
よ
り
午
後
四
時

鵬
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

（　
　
　
　
　
（
明
照
会
館
内
）

　
全
日
本
仏
教
会

一
◎
相
談
方
法

　
　
　
（
四
三
七
）
九
二
七
五

面
談
・
書
面
・
電
話

（
但
し
、
面
談
の
場
合
は
、
前

　
も
っ
て
御
連
絡
下
さ
い
）

齢頗嶋

＝
表
紙
の
写
真
＝

日
蓮
聖
人
報
恩
お
会
式

　
　
　
　
　
　
　
（
池
上
・
本
門
寺
）

　
日
蓮
聖
人
の
命
日
、
逮
夜
の
法
要
を
「
お

会
式
」
と
よ
ぶ
。
古
く
は
御
影
講
、
御
命
講

と
も
よ
ば
れ
、
桜
の
花
で
飾
っ
た
万
灯
を
か

か
げ
て
、
ま
と
い
を
ふ
り
、
う
ち
わ
太
鼓
で

お
題
目
を
唱
え
な
が
ら
、
聖
人
ゆ
か
り
の
寺

へ
参
拝
す
る
の
が
、
な
ら
わ
し
と
な
っ
て
き

た
。
中
で
も
入
滅
の
霊
地
池
上
本
門
寺
へ
の

参
詣
は
大
変
盛
ん
で
、
江
戸
の
名
物
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
、
狂
歌
な
ど
に
も
数
多
く
う
た

わ
れ
る
ほ
ど
の
に
ぎ
わ
い
だ
っ
た
。

　
現
在
で
も
十
月
の
十
二
日
に
は
一
夜
で
数

十
万
の
善
男
善
女
が
参
詣
に
つ
め
か
け
る
。

特
に
今
年
は
、
日
蓮
聖
人
の
第
七
百
遠
忌
を

迎
え
、
宗
門
あ
げ
て
一
大
記
念
行
事
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
全
国
か
ら
例
年
以
上
の
人
出

が
予
想
さ
れ
る
。

　
「
お
会
式
」
は
聖
人
に
報
恩
感
識
の
ま
こ

と
を
さ
さ
げ
る
と
同
時
に
、
聖
人
が
一
代
を

か
け
た
誓
願
を
守
り
続
け
る
と
、
ち
か
う
日

で
あ
る
。

騨

◎
相
談
内
容

　
ω
寺
院
の
設
立
、
恰
併
、
規
則
変
更
、
不
動

　
　
産
取
引
等
に
関
す
る
諸
問
題

　
②
寺
院
の
収
益
事
業
や
幼
稚
園
経
営
に
お
け

　
　
る
税
務
等
に
関
す
る
諸
問
題

　
㈲
遺
産
、
遺
言
等
、
相
続
問
題

　
ω
婚
約
破
棄
、
離
婚
、
財
産
分
与
、
養
子
縁

　
　
組
み
、
夫
婦
親
子
の
問
題

　
㈲
保
険
、
示
談
等
、
交
通
事
故
に
か
か
わ
る

　
　
問
題

　
㈲
借
地
借
家
、
承
諾
料
、
契
約
更
新
の
問
題

　
⑦
手
形
小
切
手
、
債
権
回
収
等
商
取
引
上
の

　
　
諸
問
題

　
⑧
手
蔓
、
契
約
解
除
、
不
動
産
売
買
に
か
ら

　
　
む
問
題

　
そ
の
他
の
問
題
に
つ
い
て
も
、
疑
問
の
点
が

　
あ
れ
ば
御
相
談
下
さ
い
。

　
　
…
　
事
務
総
局
録
事
（
九
月
）
…

　
　
二
日
　
ル
ン
ビ
ニ
：
委
再
会

九七三
日日日

十
八
日

昭
和
五
十
六
年
　
十
月
一
日
発
行

　
　
　
　
十
月
号
　
第
二
七
二
号

発
行
人
　
日
　
野
　
監
護

編
集
人
安
本
利
　
正

発
行
所 二
十
九
日

　
　
財
団
法
人 関

東
甲
信
越
静
ブ
ロ
ッ
ク
会
議

機
構
改
革
特
別
委
二
会

同
和
委
員
会

念
法
真
教
灯
主
誕
生
祝
賀
会
出
席

日
宗
連
理
事
会

税
務
委
員
会

局
内
会
議

本
願
寺
派
戦
没
者
追
悼
法
要
参
列

ル
ン
ビ
ニ
i
委
員
会

　
　
　
全
　
日
本
仏
教
会

昭
和
5
7
年
版

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
仏
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
全
仏
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
か
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
容
三
帰
隈
隈
、
四
王
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

サ
イ
ズ
　
9
×
1
4
㎝

定
価
五
五
〇
円
（
送
料
実
費
）

申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
一

　
　
　
　
四
　
全
州
総
務
局

　
　
　
　
　
「
全
仏
手
帳
係
」
宛

司レ二日’「●・’鴨6一噸噸」・川u噸臨・・響くレ噸’噺一一噺・殉い喝・・「恥・も・殉鴫臨・弗・物・

三

具
欄

用

字会

院
旺

寺

浅草通

濠ゴ㌧会’耳土暉 碧』国商店
東京都台東区寿2－10－9（地下鉄田原町駅前）

電話代表（841）4965

ξ
；
；

き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　夕
・醐「レー亀レ　一．r艶肖噛レrし周r一・rレ飾へ」．一隔や・禰隔・嘲墜・噛」一ざ

東
京
都
港
区
芝
公
園
四
－
七
－
四

電
話
〇
三
（
四
三
七
）
九
二
七
五

一8一

　》．馳、　．て
』丁，r・

・p @　r　L．　舜　旨r一死一ΨぐFπ一が罪｝型隅4▼‘ьl丁罰隅卿黙


